
人気温泉地ランキング
2026

 発表！
これまでに行ったことがある温泉地のうち

「もう一度行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで）

じゃらん人気温泉地ランキング2026
調査概要と回答者プロフィール
調査概要
調査期間 2025年9月1日（月）〜13日（土）
調査対象 2024年8月〜2025年7月までに『じゃらんnet』を利用した会員
調査方法 インターネット上でのアンケートを実施
有効回答数 1万2595人
対象温泉地 全国の334温泉地（除く東京都）を調査対象とした
※シギラ黄金温泉、三重城温泉（ともに沖縄県）を新規追加

回答者プロフィール（ｎ＝12,595）

居住地域

東北
5.8％

東海
12.6％

関東・
甲信越
36.8％北陸・

関西
18.2％

中国・
四国
7.9％

九州・
沖縄
12.1％

北海道
6.6％

性別 

男性
49.7％

女性
49.1％

無回答
1.2％

躍進する
別府温泉郷
その湯力・底力とは？

全国人気温泉地
ランキングベスト50

（ｎ＝12,595）

２
強
か
ら
３
強
の
時
代
へ
？

別
府
温
泉
郷
が
初
の
２
位
を
獲
得

　

こ
こ
数
年
、
僅
差
で
の
首
位
争
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た「
全
国
人
気
温
泉
地

ラ
ン
キ
ン
グ
」。
ト
ッ
プ
に
輝
い
た
の
は
、

３
年
連
続
と
な
る
草
津
温
泉
。
続
い
て
別

府
温
泉
郷
が
昨
年
の
５
位
か
ら
ア
ッ
プ
し
、

初
の
２
位
を
獲
得
。
こ
こ
10
年
、
２
強
で

固
定
化
し
て
い
た
草
津
温
泉
、
箱
根
温
泉

に
割
っ
て
入
る
形
と
な
っ
た
。
30
位
ま
で

の
顔
ぶ
れ
に
変
化
は
な
い
が
、
5
位
の
由

布
院
温
泉
、
13
位
の
伊
香
保
温
泉
、
38
位

の
宇
奈
月
温
泉
が
そ
れ
ぞ
れ
６
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。

 

「
全
国
温
泉
地 

１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
箱
根
温
泉
が
調
査
開

始
以
来
、
１
位
を
キ
ー
プ
。

 

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」総

合
部
門
で
は
、
乳
頭
温
泉
郷
が
1
位
。
他

ラ
ン
キ
ン
グ
に
比
べ
、
順
位
の
変
動
が
大

き
い
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
が
、
秘
湯
部
門
は
上

天
草
温
泉
郷
・
下
田
温
泉
が
久
々
の
ラ
ン

ク
イ
ン
で
１
位
と
な
っ
た
。

 

「
お
す
す
め
し
た
い
穴
場
温
泉
地
ラ
ン
キ

ン
グ
」
は
４
年
連
続
で
乳
頭
温
泉
郷
が
ト

ッ
プ
。
２
位
の
ぬ
か
び
ら
源
泉
郷
は
、
大

自
然
に
囲
ま
れ
豊
富
な
湯
量
が
魅
力
。
ラ

ン
キ
ン
グ
新
設
以
来
、
上
位
に
位
置
し
て

い
た
が
、
今
回
は
７
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
対
象
温
泉
地
に
加
わ
っ

た
三
重
城
温
泉
が
11
位
に
入
っ
た
。

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 2462 1 ➡

2 別府温泉郷 大分県 2243 5 扌

3 箱根温泉 神奈川県 2131 2 ➡

4 道後温泉 愛媛県 1709 3 ➡

5 由布院温泉 大分県 1687 11 扌

6 登別温泉 北海道 1506 4 ➡

7 有馬温泉 兵庫県 1242 6 ➡

8 下呂温泉 岐阜県 1169 9 扌

9 熱海温泉 静岡県 1160 8 ➡

10 黒川温泉 熊本県 1104 7 ➡

11 城崎温泉 兵庫県 969 10 ➡

12 乳頭温泉郷 秋田県 880 12 ➡

13 伊香保温泉 群馬県 757 19 扌

14 和倉温泉 石川県 721 13 ➡

15 指宿温泉 鹿児島県 669 14 ➡

16 蔵王温泉 山形県 657 17 扌

17 洞爺湖温泉 北海道 655 20 扌

18 奥飛騨温泉郷 岐阜県 651 15 ➡

19 玉造温泉 島根県 643 21 扌

20 定山渓温泉 北海道 609 16 ➡
21 奥入瀬渓流温泉・

十和田湖畔温泉 青森県 608 22 扌

22 加賀温泉郷 石川県 586 18 ➡

23 嬉野温泉 佐賀県 582 23 ➡

24 秋保温泉 宮城県 559 27 扌

25 湯の川温泉 北海道 547 26 扌

26 万座温泉 群馬県 529 28 扌

27 雲仙温泉 長崎県 526 24 ➡

28 阿寒湖温泉 北海道 524 25 ➡

29 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 519 29 ➡

30 銀山温泉 山形県 498 30 ➡

31 霧島温泉 鹿児島県 431 31 ➡

32 湯河原温泉 神奈川県 422 33 扌

33 四万温泉 群馬県 394 36 扌

34 飛騨高山温泉 岐阜県 385 32 ➡

35 あわら温泉 福井県 360 38 扌

36 層雲峡温泉 北海道 341 34 ➡

37 三朝温泉 鳥取県 331 42 扌

38 宇奈月温泉 富山県 327 44 扌

39 白浜温泉 和歌山県 326 37 ➡

40 鳴子温泉郷 宮城県 323 41 扌

41 修善寺温泉 静岡県 321 46 扌

42 花巻温泉郷 岩手県 310 43 扌

43 十勝川温泉 北海道 308 39 ➡

44 鬼怒川温泉 栃木県 307 40 ➡

45 白骨温泉 長野県 301 35 ➡

46 皆生温泉 鳥取県 292 49 扌

47 富士河口湖温泉郷 山梨県 286 50 扌

48 淡路島の温泉 兵庫県 282 48 ➡

49 石和温泉 山梨県 267 44 ➡

50 ニセコ温泉郷 北海道 263 47 ➡

全国温泉地 1年間の
訪問経験ランキングベスト20
最近1年間※1に「行ったことがある温泉地」（複数回答）

全国温泉地満足度ランキング・
総合部門ベスト10
最近1年間に行ったことがある温泉地のうち

「満足した」温泉地※２

1年間の訪問者100人以上（単一回答）（122温泉地）

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 乳頭温泉郷 秋田県 97.8 178 

2 ウトロ温泉 北海道 96.0 101 

2 奥飛騨温泉郷 岐阜県 96.0 297 

4 登別温泉 北海道 95.0 464 

5 蔵王温泉 山形県 94.8 271 

6 草津温泉 群馬県 94.6 944 

6 万座温泉 群馬県 94.6 258 

6 黒川温泉 熊本県 94.6 298 

9 八幡平温泉郷 岩手県 94.3 141 

9 南阿蘇温泉郷 熊本県 94.3 210 

9 山鹿・平山温泉 熊本県 94.3 210 

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 箱根温泉 神奈川県 1179 1 ➡

2 別府温泉郷 大分県 1005 5 扌

3 熱海温泉 静岡県 1000 2 ➡

4 草津温泉 群馬県 944 3 ➡

5 伊香保温泉 群馬県 720 4 ➡

6 道後温泉 愛媛県 674 6 ➡

7 下呂温泉 岐阜県 632 8 扌

8 有馬温泉 兵庫県 595 7 ➡

9 由布院温泉 大分県 480 31 扌

10 湯河原温泉 神奈川県 465 11 扌

11 登別温泉 北海道 464 10 ➡

12 定山渓温泉 北海道 459 12 ➡

13 石和温泉 山梨県 448 9 ➡

14 嬉野温泉 佐賀県 411 14 ➡

15 伊東温泉・宇佐美温泉 静岡県 389 15 ➡

16 湯の川温泉 北海道 369 18 扌

17 秋保温泉 宮城県 363 16 ➡

18 城崎温泉 兵庫県 351 17 ➡

19 加賀温泉郷 石川県 346 13 ➡

20 鳥羽温泉郷 三重県 339 23 扌

おすすめしたい穴場温泉地
ランキングベスト10 
これまで行ったことがある温泉地に対して

「おすすめしたい穴場温泉地」の推奨率※３（複数回答5つまで）

順位 温泉地名 都道府県 推奨率 集計対象数 昨年順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 30.2% 544 1 ➡

2 ぬかびら源泉郷 北海道 27.4% 144 9 扌

3 下風呂・薬研温泉 青森県 25.9% 107 6 扌

4 肘折温泉 山形県 24.8% 112 7 扌

5 山鹿・平山温泉 熊本県 24.7% 218 2 ➡

6 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 24.2% 375 7 扌

7 小安峡温泉・秋の宮温泉 秋田県 23.9% 85 10 扌

7 秋山郷 長野県 23.9% 28 58 扌

9 高湯温泉 福島県 23.7% 142 10 扌

10 長湯温泉 大分県 23.5% 184 12 扌

※1	 最近1年間＝2024年8月〜2025年8月ごろ
※2	 満足度＝「とても満足」「やや満足」「どちらともいえない」
	 「やや不満」「とても不満」のうち、
	 「とても満足」「やや満足」と答えた人の割合を合わせて算出
※3	 推奨率（％）＝
	 おすすめしたい穴場温泉地の回答数÷訪問経験がある温泉地の回答数

秘湯部門ベスト10
1年間の訪問者数が50人以上100人未満（単一回答）（70温泉地）

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 上天草温泉郷・下田温泉 熊本県 95.7 93 

2 日光湯元温泉 栃木県 94.9 99 

3 白骨温泉 長野県 94.6 74 

4 高湯温泉 福島県 94.3 87 

5 わいた温泉郷 熊本県 93.3 90 

6 秋田八幡平温泉郷 秋田県 92.9 70 

7 あつみ温泉 山形県 92.2 64 

7 湯野浜温泉 山形県 92.2 51 

9 能登半島国定公園 氷見温泉郷 富山県 91.9 62 

10 土湯温泉 福島県 91.5 94 

今年で20回目を迎えた「じゃらん人気温泉地ランキング」。
全国1万2595人の投票により、334の温泉地から各ランキングが決定。
近年、上位を占める温泉地はおなじみの顔ぶれとなっていたが、
今回は大きな変動が見られた。
支持され、ランクアップに繋がっていったその秘密を探ってみよう。

（ｎ＝12,595）

ランキングに変動あり
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ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

し
た
、
と
い
う
の
が
断
定
し
づ
ら
い
、
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
」（
別
府

市
観
光
課　

牧 

宏
爾
さ
ん
）。

　

今
回
の
ラ
ン
ク
を
押
し
上
げ
た
内
訳
を

見
て
み
る
と
、
年
代
別
で
は
20
代
で
昨
年

の
８
位
か
ら
６
位
へ
、
30
代
で
昨
年
の
８

位
か
ら
３
位
、
40
代
・
50
代
・
60
代
で
そ

れ
ぞ
れ
昨
年
５
位
か
ら
２
位
へ
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
居
住
地
別
で
は
、
九
州
・
沖
縄

で
昨
年
３
位
か
ら
１
位
へ
、
中
国
・
四
国

で
昨
年
２
位
か
ら
１
位
へ
、
関
東
・
甲
信

越
で
は
９
位
か
ら
４
位
、
東
海
で
は
10
位

か
ら
５
位
、
北
陸
・
関
西
で
は
６
位
か
ら

３
位
と
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
ア
ッ
プ
。
ま

た
、
最
近
１
年
間
に
つ
い
て
尋
ね
る「
全

国
温
泉
地 

１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
も
、
昨
年
の
５
位（
６
２
７
票
）

か
ら
２
位（
１
０
０
５
票
）
へ
票
数
を
大

き
く
伸
ば
し
て
上
昇
し
て
い
る
。

 

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
選
ん

だ
理
由
と
し
て
、「
交
通
」「
街
の
雰
囲
気
」

「
自
然
」「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」「
効
能
や
泉

質
」
な
ど
、
12
項
目
か
ら
複
数
回
答
５
つ

ま
で
を
尋
ね
て
い
る
。
か
つ
て
、
箱
根
温

泉
が
不
動
の
１
位
だ
っ
た
時
代
に
は
、
主

だ
っ
た
項
目
を
備
え
た
バ
ラ
ン
ス
型
が
強

い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
上
位
に

変
動
が
起
き
て
以
降
の
上
位
温
泉
地
は
、

ま
ず「
街
の
雰
囲
気
」、
次
に「
効
能
や
泉

質
」
ま
た
は「
自
然
」
が
選
ば
れ
、「
交
通
」

の
順
位
は
下
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
魅
力

と
思
え
ば
訪
れ
、
満
足
す
れ
ば「
ま
た
行

き
た
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

北
海
道
居
住
者
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
道

内
の
温
泉
地
が
上
位
を
占
め
る
の
が
恒
例

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
も
1
位
か
ら
６
位

ま
で
は
北
海
道
の
温
泉
が
独
占
し
て
い
る

が
、
続
く
７
位
に
登
場
し
て
い
る
の
が
別

府
温
泉
郷
だ
。

　

こ
の
実
力
派
温
泉
は
最
寄
り
の
空
港
か

ら
は
お
よ
そ
１
時
間
。
新
幹
線
も
通
ら
な

い
が
、
足
を
運
ば
せ
、
も
う
一
度
行
っ
て

み
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
温
泉
地
と
し
て
の
課

題
も
抱
え
な
が
ら
進
む
別
府
温
泉
郷
。
人

気
上
昇
へ
の
取
り
組
み
を
限
定
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
多
面
的
な
取
り
組
み
の
総

合
力
か
。
戦
略
や
課
題
な
ど
、
別
府
温
泉

郷
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
追
っ
て
い
く
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
、
人
と
関

わ
る
こ
と
な
く
手
元
だ
け
で
情
報
を
収
集

で
き
る
、
現
在
。
し
か
し
、
旅
情
に
誘
わ

れ
て
そ
の
地
に
赴
き
、
自
分
の
ペ
ー
ス
や

目
的
に
合
わ
せ
て
観
光
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
た
ら
、
そ
こ
で
頼
り
に
な
る
の
は
ア

ナ
ロ
グ
、
つ
ま
り
ダ
イ
レ
ク
ト
な
現
地
の

声
や
お
も
て
な
し
の
力
が
大
き
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、

「
別
府
駅
交
流
型
観
光
案
内
所

W
A
N
D
E
R　

C
O
M
P
A
S
S　

B
E
P
P
U
」（
以
下
ワ
ン
ダ
ー
コ
ン
パ

ス
）
だ
。

 

「
別
府
の
観
光
案
内
に
お
い
て
、
ワ
ン
ダ

ー
コ
ン
パ
ス
は
非
常
に
重
要
な
存
在
で

す
」（
牧
さ
ん
）。

　

取
材
時
、
別
府
駅
前
に
到
着
後
、
公
共

交
通
機
関
を
使
っ
て
鉄か

ん

輪な
わ

温
泉
、
明

み
ょ
う

礬ば
ん

温

泉
、
別
府
地
獄
め
ぐ
り
に
出
か
け
る
た
め
、

ア
ク
セ
ス
を
尋
ね
に
ワ
ン
ダ
ー
コ
ン
パ
ス

を
訪
れ
た
。
観
光
客
が
質
問
す
る
内
容
は
、

多
く
の
場
合
、
共
通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

別
府
温
泉
郷
は
、
有
効
回
答
数
1
万
２

５
９
５
票
の
う
ち
、
２
２
４
３
票
を
獲
得
。

昨
年
度
の
有
効
回
答
数
は
１
万
２
５
９
４

票
。
総
票
数
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
中

で
、
昨
年
よ
り
９
４
０
も
票
を
伸
ば
し
、

〝
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
〞
と

し
て「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
２
位
と
な
っ
た
。

　

市
内
に
点
在
す
る
８
つ
の
温
泉（
別
府

八は
っ

湯と
う

）
か
ら
な
り
、
源
泉
数
は
国
内
の
約

１
割
に
あ
た
る
２
８
０
０
を
超
え
、
湧
出

量
は
毎
分
約
１
０
万
３
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
。

10
種
類
あ
る
泉
質
の
う
ち
、
別
府
温
泉
郷

で
は
７
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
起
源

は
８
世
紀
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
国
内

に
温
泉
地
が
数
多
あ
る
中
で
そ
の
存
在
を

一
躍
有
名
に
し
た
の
は「
山
は
富
士　

海

は
瀨
戸
内　

湯
は
別
府
」
と
い
う
、
油
屋

熊
八
に
よ
る
約
１
０
０
年
前
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
だ
ろ
う
。
ま
だ
今
ほ
ど
交
通
網
や

情
報
網
が
発
達
し
て
い
な
い
時
代
か
ら
名

湯
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
別
府
温
泉
郷
は
、

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」
上
位

の
常
連
。
し
か
し
、
こ
こ
10
年
、
２
強
が

固
定
化
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
他
の
温

泉
地
が
割
っ
て
入
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
の
快
挙
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
こ
の
躍
進
に

繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
も
、
常
に
新
し
い
取

り
組
み
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

行
っ
て
き
ま
し
た
。
総
合
的
に
考
え
て
、

玄
関
口
・
別
府
駅
で
プ
ッ
シ
ュ
型
の
観
光
案
内
所
が

旅
行
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「JNTO認定外国人観光案
内所」の表彰で、２０２３年度

「連携強化部門」で１位を、
２０２４年度は「訪日客への
ホスピタリティ部門」を受賞

昔ながらの風情が残る鉄輪温泉は観光地としても人気

別府観光では外せな
い地獄めぐりより、血
の池地獄（下左）と
海地獄（下右）

別府市観光課観光政策係
松岡 愛さん

温泉課参事
釘宮誠治さん

観光課長
牧 宏爾さん

教えていただきました

全国人気温泉地ランキング／
全国温泉地 １年間の訪問経験ランキング

第２位

別府八湯MAP

別府駅

別府大学駅

亀川駅

東別府駅別府市

明礬

日
豊
本
線

亀川

別府
浜脇

柴石
鉄輪

堀田

観海寺

別府駅前にある油屋熊八
像。別府を有名にするため
に、様々なことを行った

湯けむりが上がる鉄輪温泉

別府市観光協会　
事務局長
佐藤大輔さん

悠彩の宿　望海代表、
全旅連理事、
大分県旅館ホテル組合
連合会専務理事
木村大成さん

別
府
温
泉
郷
の

今
と
こ
れ
か
ら

昨
年
の
５
位
か
ら
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

日
本
有
数
の
源
泉
数
と
豊
富
な
湧
出
量
を
誇
る
別
府
温
泉
郷
。

調
査
開
始
以
来
、「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は

常
に
７
位
以
内
を
キ
ー
プ
。

初
の
２
位
に
躍
り
出
た
実
力
派
の
、
湯
力
を
活
か
し

底
力
を
見
せ
つ
け
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
動
き
や

直
面
し
て
い
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
追
っ
て
い
く
。

別府温泉郷
大分県
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豊
富
な
湯
量
と
多
彩
な
泉
質
。
別
府
温

泉
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
る
の
に
ひ
と
役

買
っ
て
い
る
の
が
２
０
０
１
年
か
ら
続
い

て
い
る「
別
府
八
湯
温
泉
道
」だ
。市
営
温

泉
、
共
同
温
泉
、
宿
泊
施
設
の
温
泉
な
ど

約
１
５
０
施
設
が
参
画
。
そ
の
う
ち
の
88

カ
所
を
巡
る
と「
温
泉
道
名
人
」
と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
い
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

 

「
数
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
企
画
で
す

が
、
通
う
温
泉
が
決
ま
っ
て
い
る
地
元
の

人
が
達
成
す
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で

す
」（
観
光
課　

松
岡 

愛
さ
ん
）。

　

ち
な
み
に
観
光
課　

牧
さ
ん
は
地
元
な

が
ら
２
５
８
８
代
の
名
人
で
あ
る
。
最
近

は
海
外
か
ら
の
参
加
も
多
い
と
い
う
。

 

「
現
在
、
名
人
は
日
本
以
外
に
は
18
カ
国

に
い
ま
す
。
春
の『
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ

り
』
で
毎
年
、
新
名
人
を
表
彰
し
ま
す
が
、

昨
年
は
ロ
シ
ア
か
ら
表
彰
式
に
来
ら
れ
た

方
も
い
ま
し
た
」（
別
府
市
観
光
協
会　

佐
藤
大
輔
さ
ん
）。

　

そ
し
て
数
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
管
理
と

保
護
も
必
要
に
な
る
。
共
同
温
泉
は「
ジ

モ
泉
」
と
呼
ば
れ
、
市
民
の
生
活
の
一
部
。

し
か
し
若
い
世
代
で
は
温
泉
離
れ
が
進
ん

で
い
る
。

 

「
入
浴
客
が
減
少
す
れ
ば
、
ジ
モ
泉
の
運

営
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
観
光
客
の
人
に

も
入
っ
て
も
ら
っ
て
温
泉
文
化
を
守
っ
て

い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
温
泉
道
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ジ
モ
泉
は
市
内
に

１
０
０
以
上
あ
り
ま
す
が
、
地
元
の
人
以

外
で
も
入
浴
可
能
な
と
こ
ろ
を
、
一
昨
年

か
ら
温
泉
課
の
公
式
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て

い
ま
す
」（
温
泉
課　

釘
宮
誠
治
さ
ん
）。

　

現
在
、
湯
量
豊
富
な
別
府
温
泉
郷
で
あ

る
が
、
２
０
２
４
年
に
は「
温
泉
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
」
を
策
定
。
持
続
可
能
な
環

境
作
り
、
地
下
資
源
の
保
護
、
未
利
用
湯

の
適
性
管
理
、
共
同
温
泉
の
支
援
な
ど
４

つ
の
柱
を
基
に
、
１
０
０
年
先
ま
で
温
泉

を
残
す
べ
く
動
き
出
し
て
い
る
。

　

高
付
加
価
値
化
事
業
に
よ
り
、
別
府
で

も
多
数
の
宿
泊
施
設
が
改
装
を
行
っ
た
。

 「
そ
の
中
で
も
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）

は
、
外
装
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
弊
社
や
近
隣
の
宿
で
も
町
づ

く
り
を
意
識
し
て
入
口
や
外
装
を
変
え
、

お
客
さ
ま
が
、
街
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
」

（
悠
彩
の
宿 

望
海　

木
村
大
成
さ
ん
）。

　

こ
れ
ま
で
設
備
投
資
を
で
き
て
い
る
宿

が
少
な
か
っ
た
が
、
温
泉
付
き
客
室
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
ロ
ビ

ー
や
玄
関
周
り
の
改
装
を
行
い
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
し
た
宿
泊
施
設
が
増
え
た
と
い
う
。

 

「
別
府
は
連
泊
が
少
な
い
ん
で
す
。
福
岡

ま
で
２
時
間
の
距
離
で
、
九
州
は
巡
り
や

す
い
の
で
周
遊
が
で
き
て
し
ま
う
。
滞
在

日
数
の
増
加
は
、
別
府
だ
け
で
は
な
く
、

ま
ず
大
分
県
内
で
連
泊
し
て
も
ら
う
仕
掛

け
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
木

村
さ
ん
）。

　

別
府
市
内
で
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て
い

る
施
設
は
約
１
２
０
。
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ

に
は
さ
ら
に
多
く
の
宿
が
参
画
し
て
お
り
、

新
規
参
入
も
増
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

状
況
に
は
課
題
も
出
は
じ
め
て
い
る
。

 

「
市
街
地
は
温
泉
地
と
し
て
の
情
緒
に
乏

し
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
町
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。
で
も
地
元
経
営
者
に
よ
る

宿
が
減
少
し
て
い
て
、
話
し
合
い
が
出
来

る
人
を
集
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
」（
木
村
さ
ん
）。

　

そ
れ
で
も
駅
東
側
に
あ
る
北
浜
の
商
店

街
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
動
く
な
ど
、
地

元
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
変
え

て
い
く
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は

準
備
万
端
と
ば
か
り
に
、
バ
ス
の
時
刻
表

の
載
っ
た
地
図
を
広
げ
、
色
分
け
し
な
が

ら
ア
ク
セ
ス
を
説
明
し
て
い
く
。
書
い
て

し
ま
え
ば
そ
れ
だ
け
だ
が
、
非
常
に
簡
潔

で
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
テ
キ
パ
キ
と

し
た
中
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
ふ
れ
る

対
応
。
手
荷
物
預
り
に
つ
い
て
尋
ね
た
時

も
、
聞
い
た
ひ
と
つ
の
質
問
に
対
し
て
、

こ
ち
ら
が
知
り
た
い
情
報
を
、
代
替
案
を

取
り
混
ぜ
て
教
え
て
く
れ
た
。

　

宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
体
験
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
の
み
な
ら
ず
、
観
光
案
内
所
も
来
訪

者
に
と
っ
て
大
切
な
エ
リ
ア
の
顔
。

　

駅
構
内
と
い
う
玄
関
口
で
の
お
も
て
な

し
で
、
別
府
の
好
感
度
が
ま
ず
上
が
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

 「〝
業
務
〞
と
い
う
感
覚
よ
り
も
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
英
語
な
ど
の
ス
キ
ル
も
使
っ

て
お
も
て
な
し
し
た
い
、
と
い
う
意
識
を

持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
い
て
、
い
い
意
味

で
お
せ
っ
か
い
に
接
客
し
て
く
れ
る
観
光

案
内
所
な
の
で
す
」（
牧
さ
ん
）。　

　

前
身
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
運
営
し

て
い
た
外
国
人
客
向
け
の
観
光
案
内
所
と

い
う
。
毎
年
約
16
万
人
が
利
用
す
る
中
で
、

そ
の
半
分
が
外
国
人
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

英
語
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
語
、
中
国
語
、
タ

イ
語
や
、
１
人
で
３
カ
国
語
を
話
す
人
も
。

別
府
市
に
は
約
半
数
が
留
学
生
と
い
う
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
A
P
U
）
が

あ
り
、
国
際
交
流
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い

る
大
学
生
や
卒
業
生
も
こ
こ
で
活
躍
。
こ

の
A
P
U
も
含
め
た
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
け

入
れ
も
毎
年
行
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ン
造
成
、

接
客
案
内
な
ど
、
次
の
世
代
の
観
光
人
材

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
別
府
市
内
だ
け
で

は
な
く
、
大
分
県
内
の
他
エ
リ
ア
の
観
光

案
内
も
行
う
。

 

「
別
府
を
拠
点
に
し
た
広
域
観
光
へ
の
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
観
光
客
が
少
な
か
っ
た
時
期
を
利
用
す

る
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
は
県
内
の
他
の
観
光

地
を
実
際
に
見
て
回
っ
て
、
リ
ア
ル
な
知

識
で
案
内
を
し
て
い
ま
す
」（
牧
さ
ん
）。

　

九
州
圏
内
か
ら
の
マ
イ
カ
ー
や
、
空
港

か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
以
外
の
人
に
と
っ

て
、
広
範
囲
に
わ
た
る
別
府
の
観
光
で
頼

る
の
は
二
次
交
通
。
八
湯
だ
け
と
っ
て
み

て
も
、
広
く
点
在
し
て
お
り
、
交
通
手
段

が
必
須
。
バ
ス
は
別
府
駅
前
か
ら
、
各
方

面
に
出
て
い
る
が
、
行
き
先
に
よ
っ
て
は

途
中
で
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
減
っ
た
バ
ス
の
路
線
や
本
数
は
現

在
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
昨
年
よ
り
配

車
ア
プ
リ
を
活
用
し
た「
湯
け
む
り
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
G
L
O
B
A
L
」
の
導
入
を
開

始
し
た
。
迎
車
料
金
５
０
０
円（
当
初
の

１
０
０
０
円
よ
り
値
下
げ
）
は
一
般
の
タ

ク
シ
ー
３
０
０
円
よ
り
や
や
高
い
が
、
手

配
段
階
で
目
的
地
を
設
定
し
て
料
金
が
確

定
す
る
こ
と
か
ら
、
知
ら
な
い
土
地
で
動

く
際
に
は
強
い
味
方
と
な
る
。

　

別
府
市
に
は
温
泉
の
み
な
ら
ず
、
観
光

施
設
や
街
中
の
ス
ポ
ッ
ト
も
豊
富
。
２
０

２
３
年
に
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

情
報
発
信
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
自
治
体
が
作
る
観
光
情
報
サ
イ

ト
と
し
て
は
珍
し
く
、
雑
誌
風
の
作
り
。

加
え
て
毎
月
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
特
集
記

事
を
組
み
、
行
政
ほ
か
市
内
の
観
光
事
業

団
体
な
ど
官
民
一
体
と
な
り
、
市
内
の
学

生
や
、
前
述
の
ワ
ン
ダ
ー
コ
ン
パ
ス
も
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
色
々
な
切
り
口
で

別
府
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

 「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
20
代
、30
代
の
女
性
。記

事
へ
の
流
入
状
況
を
見
な
が
ら
、
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
の
広
告
配
信
を
観
光
D
X
の
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

W
E
B
に
か
け
て
い
る
力
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
」（
牧
さ
ん
）。

温
泉
を
１
０
０
年
先
ま
で
守
る
た
め
に

ジ
モ
泉
や
資
源
を
活
用

高
付
加
価
値
化
事
業
で
宿
は
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

地
元
経
営
者
減
少
に
よ
る
悩
み
も

雑
誌
風
の
観
光
情
報
サ
イ
ト「
別
府
た
び
」
で

特
集
記
事
を
毎
月
発
信

広
範
囲
に
わ
た
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

二
次
交
通
解
決
に
向
け
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
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別府はアーティストが集まる街
でもある。壁画が描かれている
ジモ泉も（写真は末広温泉）
大平由香理『由布岳』2015
撮影／久保貴史
©NPO法人 BEPPU PROJECT

町づくりを意識した、悠彩の宿　望海の外観

 「今回、２位という評価をもらいま
したが、取り組みの結果として、さ
らに順位が上がっていけばうれし
いです。生活の中に根付いている
別府の温泉が、訪れる観光客の助
けも借りながら、共同温泉の利用
や、宿泊日数の増加・単価の向上
などにより持続可能性
を高めていければと思っ
ています」（牧さん）。

C o m m e n t

別府港には国際観光船の停泊が年々増加。到着時には、船籍に合わせた言
語を話せるＡＰＵの学生を配置して、臨時観光案内所を作って対応。一度でも
来航した船からは高い評価を得ている
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